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小
学
校
水
泳
指
導
業
務

　

委
託
料
へ
の
付
帯
決
議 

　

将
来
を
見
据
え
た
体
制
整
理
と

　
　
　
　
　

公
共
施
設
整
備
の
可
能
性

　

今
回
審
議
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
鳥
栖

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」
に

お
い
て
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
小

学
校
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
に
関
し
、
付

帯
決
議
を
付
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
付
帯
決
議
は
、
水
泳
授
業
民
間

委
託
検
証
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
小

学
校
水
泳
指
導
業
務
委
託
料
」
に
係
る
５

年
間
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
、
拙
速

に
固
定
化
す
る
こ
と
な
く
、
将
来
に
わ
た

り
安
定
的
に
水
泳
授
業
を
実
施
で
き
る
体

制
を
、
市
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

検
証
事
業
で
は
、
教
員
の
負
担
軽
減
や

安
全
管
理
面
で
一
定
の
成
果
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
で
、
民
間
施
設
へ
の
依
存

が
続
く
中
で
、
今
後
の
水
泳
授
業
の
在
り

方
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
付
帯
決
議
で
は
、
水
泳
授
業
に
関

す
る
中
長
期
的
な
施
策
方
針
を
整
理
す
る

こ
と
、
ま
た
、
教
育
部
に
加
え
、
ス
ポ
ー

ツ
文
化
部
や
健
康
福
祉
み
ら
い
部
な
ど
が

参
加
す
る
部
局
横
断
的
な
協
議
の
場
を
速

や
か
に
設
け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

ま
を
支
援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
全
市
民
を
対

象
に
１
人
あ
た
り
６
千
円
分
の
商
品
券
を

配
布
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
は
約
７
万
７
千
人
で
、
千
円
券
３

枚
と
５
百
円
券
６
枚
を
配
布
。
市
内
の

ス
ー
パ
ー
や
商
店
な
ど
で
利
用
で
き
、
７

月
中
旬
頃
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
議
会
の
審
議
の
中
で
は
、　

「
物
価
高
の
影
響
は
す
で
に
深
刻
で
あ
り
、

７
月
発
送
で
は
支
援
と
し
て
遅
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
」　

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。
市
民
生
活
の
実
情
を
踏
ま
え
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
で
の
支
援
実
施
を

検
討
す
べ
き
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
■
子
育
て
世
帯
へ
の
重
点
支
援
と
し
て
、

こ
ど
も
１
人
あ
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る

「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」
も
あ

わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
や
、

令
和
７
年
10
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で

に
出
生
し
た
子
ど
も
の
保
護
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

物
価
高
が
続
く
中
、
幅
広
い
世
代
へ
の

支
援
と
子
育
て
世
帯
へ
の
重
点
支
援
を
組

み
合
わ
せ
た
対
策
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
生
活
を
少
し
で
も
支
え
、
あ
わ
せ
て

地
域
経
済
の
下
支
え
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
私
個
人
の
考
え
で
す
が
、

将
来
的
に
は
、
市
が
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を

整
備
し
、
そ
こ
で
水
泳
授
業
を
実
施
す
る

形
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

天
候
や
季
節
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
授

業
が
可
能
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
利

用
と
市
民
利
用
を
両
立
で
き
、
健
康
づ
く

り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
も
つ
な
が
る
公
共

施
設
と
し
て
の
効
果
が
期
待
で
き
る
か
ら

で
す
。

　　

今
回
の
付
帯
決
議
は
、
民
間
委
託
を
否

定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

の
手
法
を
前
提
に
制
度
を
固
定
化
す
る
の

で
は
な
く
、
将
来
像
を
含
め
て
総
合
的
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
会
の
意
思

を
示
し
た
も
の
で
す
。
今
後
の
市
の
対
応

を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

山
浦
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
検
討
状
況
は

交
通
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
必
要
性
は

葛
籠
城
跡
の
整
備
推
進

【
市
長
（
答
弁
）】

■
市
全
体
の
渋
滞
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、「
鳥
栖
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
国
道
や
県
道
な
ど
幹

線
道
路
の
整
備
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
国
や
県
が
事
業
主
体
で
あ
る
た

め
、
市
単
独
で
中
期
的
な
交
通
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

今
後
も
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
を
通
じ
て

事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

■
２
月
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
の
皆
さ

事業名 事業費 事業概要
庁舎西別館解体事業 1270万円 老朽化した庁舎西別館の解体を行う
鳥栖まちづくり推進センター整備事業 7430万円 推進センターの統合・建替えに要する経費
養育費確保支援事業 29万円 ひとり親の養育費取り決め費用を助成
地域交流推進事業 742万円 プロスポーツを活用した地域交流まちづくり
サガン鳥栖U-15活動環境整備支援事業 600万円 サガン鳥栖U-15の活動環境整備を支援
スタジアム周辺防災照明灯設置等事業 6770万円 防災照明灯の設置・既設外灯のLED化

債務負担行為
事項（事業名） 限度額・内容 期間

社会福祉会館に係る指定管理料 134,29万円 令和8年度～令和12年度

栖の宿に係る指定管理料
指定期間における各年
度協定額の総額

令和8年度～令和12年度

語学指導業務委託料 8910万円 令和8年度～令和10年度

小学校水泳指導業務委託料
委託期間における各年
度契約額の総額

令和8年度～令和12年度

令和7年度12月補正予算主要事業一覧

【
西
依
（
質
問
）】

■
山
浦
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
調
査
状
況
と
、

市
内
渋
滞
の
緩
和
効
果
を
ど
の
よ
う
に
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
令
和
６
年
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
必

要
性
や
整
備
効
果
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て

も
一
定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
調
査
の
中
で
確
認
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
内
で
は
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生
し
て

お
り
、
国
道
・
県
道
・
市
道
が
複
雑
に
影

響
し
合
う
中
で
、
場
当
た
り
的
な
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
う
し
た
交
通
課
題
を
計
画
的
に
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、
各
道
路
の
役
割
を
整

理
し
、
整
備
や
対
策
の
方
向
性
、
優
先
順

位
、
時
期
の
目
安
を
示
し
た
中
期
的
な
交

通
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市
と
し
て
示
す
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
や
県
が
事
業
主
体
と
な
る
路
線
が
多
い

こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
と
し

て
の
将
来
像
を
明
確
に
す
る
観
点
か
ら

も
、
中
期
的
な
交
通
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

令
和
８
年
２
月
臨
時
会

物
価
高
騰
対
策
を
可
決

　

全
市
民
に
６
千
円
商
品
券

子
育
て
世
帯
に
子
ど
も
１
人
２
万
円

戦
国
期
山
城
の
価
値
を
体
感
で
き
る
史
跡
へ

広島県府中市「スポーツ・ウェルネスセンター」

葛籠城（つづらじょう）跡整備計画

■
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
は
、
戦
国
時
代
の

山
城
や
当
主
居
館
、
町
屋
な
ど
が
良
好
に

残
る
国
史
跡
で
あ
り
、
鳥
栖
市
を
代
表
す

る
歴
史
資
源
で
す
。

　

市
で
は
平
成
24
年
度
に
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
保
存
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
葛
籠
城
跡
地
区
の
整
備
（
土

地
の
公
有
化
）
に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
こ

と
や
、
筑
紫
氏
館
跡
で
豪
雨
に
よ
る
遺
構

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
整
備
基
本
計
画
を
一
部
改

訂
し
、
葛
籠
城
跡
の
整
備
を
最
優
先
で
推

進
す
る
と
と
も
に
、
筑
紫
氏
館
跡
で
は
排

水
に
関
す
る
応
急
措
置
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
葛
籠
城
跡
は
、
約700

メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
長
大
な
空
堀
と
主
郭
を
備
え
た

防
衛
拠
点
で
、
戦
国
期
山
城
の
姿
を
体
感

で
き
る
重
要
な
史
跡
で
す
。

　

今
後
は
、
遺
構
の
保
存
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
動
線
整
備
や
土
橋
（
虎
口
）
の
復

元
、
サ
イ
ン
整
備
な
ど
を
進
め
、
葛
籠
城

跡
を
「
体
験
型
の
山
城
」
と
し
て
整
備
し
、

市
民
や
来
訪
者
が
戦
国
時
代
の
城
下
町
の

姿
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

12
月
補
正
予
算
の
概
要

　

今
回
の
補
正
予
算
で

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
く
鳥
栖
ま

ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー

の
統
合
・
建
替
え
に
係
る

経
費
、
養
育
費
確
保
支
援

事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
安
全

確
保
や
環
境
負
荷
軽
減
、

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
鳥

栖
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
の
防

災
照
明
灯
設
置
や
既
設
外

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま

す
。

　

財
源
に
は
、
市
税
の
ほ

か
、
国
・
県
支
出
金
や
寄

附
金
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
施
策
が
着
実
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
と

し
て
も
引
き
続
き
チ
ェ
ッ

ク
と
提
言
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

補
正
額
６
億
８
３
５
３
万
円

　

（
補
正
後
３
８
０
億
４
５
９
４
万
円
）
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12
月
議
会
一
般
質
問

【
西
依
（
質
問
）】

■
基
本
計
画
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

エ
リ
ア
の
候
補
と
し
て
、
全
天
候
型
屋
外

運
動
施
設
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
３
オ
ン
３

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル

の
４
施
設
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

数
あ
る
施
設
の
中
で
、
な
ぜ
こ
れ
ら
を

優
先
的
な
候
補
と
し
て
検
討
し
て
い
る
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
果
た
す
役
割
や

位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
議

会
へ
の
報
告
や
意
見
聴
取
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

河内ダム拠点整備プロジェクト（案）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
エ
リ
ア
に

４
施
設
を
位
置
づ
け
て
い
る
理
由

市
民
公
園
ス
ポ
ー
ツ

　

施
設
エ
リ
ア
整
備
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

　

意
見
反
映
の
仕
組
み
は

検
討
が
進
ま
な
い
理
由
は

【
西
依
（
質
問
）】

■
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
評
価
す
る

が
、
参
加
者
の
年
代
・
層
・
属
性
の
バ
ラ

ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
で
得
ら
れ
た
意
見
を
、
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
計
画
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
参
加
者
は
定
員
20
名
で
募
集
し
、
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
を
基
本
と
し
つ
つ
、

年
代
や
性
別
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
す

る
。
得
ら
れ
た
意
見
を
基
に
基
本
計
画
案

を
作
成
し
、「
中
央
公
園
整
備
検
討
懇
話

会
」
で
の
議
論
を
通
じ
て
計
画
に
反
映
し

て
い
く
。

【
西
依
（
提
案
）】

■
現
在
の
候
補
施
設
に
は
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
と
い
っ
た
、
若
年
層
を

中
心
に
利
用
が
広
が
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
若
者

の
居
場
所
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
こ
う
し

た
施
設
を
新
た
な
候
補
と
し
て
加
え
る
余

地
は
あ
る
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
現
時
点
で
整
備
候
補
に
加
え
る
予
定
は

な
い
が
、
他
市
事
例
や
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
Ｂ
Ｍ
Ｘ

　

検
討
の
余
地
は
あ
る
の
か

【
部
長
（
答
弁
）】

■
各
施
設
の
詳
細
な
試
算
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
当
時
の
試
算

と
し
て
は
、
工
事
費
約
25
億
円
以
上
、
年

間
維
持
費
約
１
億
４
千
万
円
以
上
と
見
込

ん
で
い
る
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る
特
性
を
活
か

し
、
人
が
集
い
交
流
す
る
場
と
し
て
、
官

民
連
携
も
視
野
に
入
れ
た
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

【
西
依
（
提
案
）】

■
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
長
期
民

間
委
託
、
直
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
・

運
営
方
式
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
財
政
負
担
、
リ
ス
ク

分
担
の
比
較
検
討
は
、
ど
の
段
階
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
現
在
は
エ
リ
ア
全
体
の
整
備
方
針
を
検

討
し
て
い
る
段
階
で
、
温
水
プ
ー
ル
単
独

の
方
式
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

概
算
事
業
費

・

　

維
持
管
理
費
の
考
え
方
は

【
西
依
（
質
問
）】

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
建
設
時
の
事
業
費
だ
け
で
な

く
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
や
更
新
費
用
、

運
営
コ
ス
ト
の
見
通
し
が
重
要
で
す
が
、

現
時
点
で
の
試
算
状
況
は
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
検
討
を
進
め
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
に
対
す
る
利

用
者
ニ
ー
ズ
や
整
備
手
法
、
維
持
管
理
費

等
も
含
め
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
西
依
（
再
質
問
）】

■
検
討
す
ら
進
ん
で
い
な
い
、
な
ぜ
そ
ん

な
に
慎
重
に
な
る
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
新
た
な
温
水
プ
ー
ル
を
含
む
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
約
で

も
あ
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
最

優
先
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
教
育
委
員
会

に
お
い
て
学
校
プ
ー
ル
や
水
泳
授
業
の
在

り
方
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
今
後
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
必
要
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
多
額
の
整
備
費
や
維
持
管
理

費
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
に
お
い
て
市
で
行
う
様
々
な
事
業

の
推
進
を
適
切
に
行
う
必
要
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

様
々
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鳥
栖
ら
し
さ
を
象
徴
す
る

　

中
央
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

渋
滞
の
根
本
改
善
に
向
け
た

　
　

道
路
整
備
に
つ
い
て

中
央
公
園
整
備
の
将
来
像
は

【
部
長
（
答
弁
）】

■
多
目
的
利
用
や
防
災
機
能
、
既
存
施
設

の
補
完
、
健
康
増
進
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
る
。
進
捗
は
適
宜
、
議
会
へ

報
告
す
る
。 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
整
備

・

　
　

運
営
方
式
の
検
討
状
況
は

【
西
依
（
質
問
）】

■
屋
内
温
水
プ
ー
ル
整
備
検
討
が
進
ん
で

い
な
い
原
因
は
、
市
長
の
整
備
に
対
す
る

ス
タ
ン
ス
で
は
な
い
か
。
市
長
自
身
の
整

備
へ
の
考
え
方
と
、
判
断
が
遅
れ
て
い
る

理
由
は
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
将
来
像
を
描
き
、
ど
の
程
度
の
具

体
性
で
示
し
て
い
く
の
か
。
中
央
公
園
は
、

他
の
公
園
と
は
異
な
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

公
園
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
か
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
中
央
公
園
が
、
都
市
の
回
遊
性
や
に
ぎ

わ
い
創
出
、
中
心
市
街
地
活
性
化
と
整
合

す
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の

か
。
ま
た
、
隣
接
す
る
フ
レ
ス
ポ
鳥
栖
な

ど
商
業
施
設
と
の
連
携
は
、
ど
の
よ
う
に

整
理
し
て
い
く
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
商
店
街
や

イ
ベ
ン
ト
関
係
者
も
参
画
す
る
懇
話
会
で

議
論
を
行
う
と
と
も
に
、
官
民
連
携
の
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
通
じ
て
、
フ
レ
ス

ポ
鳥
栖
と
の
連
携
も
検
討
し
て
い
く
。

回
遊
性
と
商
業
施
設
と
の
連
携
は

公
園
づ
く
り
に
鳥
栖
ら
し
さ
を

【
西
依
（
質
問
）】

■
全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
公
園
で
は
な

く
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
や
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ

リ
ン
グ
ス
、
子
ど
も
の
遊
び
を
融
合
さ
せ

た
鳥
栖
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
大
規
模
遊
具

を
核
と
し
た
、
賑
わ
い
拠
点
と
し
て
中
央

公
園
を
位
置
づ
け
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
公
園
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
ニ
ー

ズ
調
査
を
踏
ま
え
、
庁
内
協
議
や
中
央
公

園
整
備
検
討
懇
話
会
で
検
討
を
進
め
て
い

く
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
佐
賀
県
交
通
渋
滞
対
策
協
議
会
に
よ
る

と
、
県
内
135
箇
所
、
市
内
で
は
27
箇
所
が

主
要
渋
滞
箇
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
。

市
内
の
渋
滞
箇
所
の
把
握
は

【
西
依
（
質
問
）】

■
鳥
栖
市
は
市
内
の
渋
滞
箇
所
を
ど
の
程

度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
国
道
３
号
の
拡
幅
や
国
道
34
号
の
バ
イ

パ
ス
化
に
つ
い
て
は
、
関
係
自
治
体
と
の

協
議
し
て
南
側
を
通
す
案
（
左
図
青
線
）

を
取
り
ま
と
め
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
国
道
３
号
は
商
工
団
地
北
入
口
交
差
点

か
ら
以
南
区
間
の
新
規
事
業
化
を
要
望
し

て
お
り
、
国
道
34
号
に
つ
い
て
も
関
係
自

治
体
と
連
携
し
、
バ
イ
パ
ス
整
備
と
予
算

確
保
を
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

国
道
の
根
本
対
策
に
向
け
て

鳥栖らしさを象徴する中央公園整備の提案


